
ちば県議会だより  令和3年［2021年］2月5日（金曜日）

常任委員会では、それぞれの所管する事項の審査の参考とするため、現場に
出向いて調査活動を行っています。詳しくは、ホームページをご覧ください。

常任委員会活動報告

商工労働常任委員会

　リングロー株式会社が、廃校であった
旧長南小学校の施設を、地域の人々が集
まるIT交流拠点として再生させた「長南
集学校」を視察し、活動内容等を調査し
ました。その後、道の駅「つどいの郷」の
入り込み状況等について調査しました。

空き公共施設を
活用した企業誘致

調査日：令和2年12月15日（火）
調査先：リングロー株式会社　長南集学校（長生郡長南町）
　　　　道の駅「つどいの郷」（長生郡睦沢町）

長南集学校の校長より概要について
説明を受ける委員

千葉県  常任委員会　 検索

問
　
県
立
中
央
博
物
館
・
美
術
館
の
魅
力
向
上
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
本
年
９
月
に
「
千
葉
県

立
博
物
館
の
今
後
の
在
り
方
」
を
策
定
し
、
県
立
博

物
館
を
、
自
然
・
歴
史
・
文
化
の
伝
承
や
新
た
な
知

見
の
創
造
・
発
信
の
拠
点
と
位
置
付
け
、
そ
れ
を
踏

ま
え
た
各
館
の
方
向
性
を
示
し
た
。

　

特
に
、
中
央
博
物
館
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
自
然

科
学
分
野
の
優
れ
た
部
分
を
生
か
し
つ
つ
、
新
た

に
人
文
科
学
分
野
の
資
料
や
専
門
職
員
の
集
約
化
、

調
査
研
究
機
能
の
強
化
、
展
示
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な

ど
を
行
い
、
全
体
と
し
て
の
価
値
を
高
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
お
り
、
今
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
、
具
体
的
取
り
組
み
の
検
討
を
進
め
る
。

　

ま
た
、
県
立
美
術
館
で
は
、
本
県
ゆ
か
り
の
芸
術

家
の
作
品
展
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
移
動
美
術
館
等

を
通
じ
て
、
多
く
の
県
民
に
芸
術
に
親
し
む
機
会

を
提
供
し
て
い
る
。
現
在
、
県
生
涯
学
習
審
議
会
で
、

今
後
の
在
り
方
や
活
性
化
策
に
つ
い
て
意
見
を
聞

い
て
お
り
、
年
度
内
に
答
申
を
得
る
予
定
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、
よ
り
一
層
の
魅
力
向
上

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

移
動
美
術
館
の
様
子

　県議会のさまざまな情報を掲載してい
ます。ぜひご覧ください。

主な掲載内容
●県議会議員の紹介　●傍聴のご案内
●会議録検索　●会議の概要
●議会図書室の利用案内

●インターネット中継（ライブ・録
画）本会議および予算委員会（過
去3年分視聴可）

〈ホームページアドレス〉
https://www.pref.chiba.lg.jp/gikai/index.html 検 索千葉県議会中継

千葉県議会ホームページ 千葉県議会ホームページで動画配信中

スマートフォン・
タブレット端末でも
視聴できます。

問　

新
た
な
過
疎
法
の
制
定
に
つ
い

て
、
県
は
、
現
行
７
市
町
の
指
定
の

継
続
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
要
望

を
行
っ
て
き
た
の
か
。

答　

昨
年
と
今
年
８
月
に
国
や
関
係

国
会
議
員
へ
要
望
し
た
他
、
全
国
知

事
会
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
利

用
し
て
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

　

さ
ら
に
、
11
月
に
は
、
過
疎
地
域

の
全
国
組
織
な
ど
を
通
じ
て
、
現
行

の
一
部
過
疎
団
体
で
あ
る
鴨
川
市
を

含
む
７
市
町
が
継
続
し
て
支
援
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
あ
ら
た
め
て
強
く

要
望
を
行
っ
た
。

問　

南
房
総
市
小
向
ダ
ム
の
渇
水
に

対
す
る
県
の
対
応
は
ど
う
か
。

答

12
月
14
日
、
県
渇
水
対
策
本
部

を
設
置
し
、
全
庁
を
挙
げ
て
取
り
組

む
体
制
を
整
え
た
。

　

そ
の
上
で
、
ダ
ム
か
ら
の
取
水
量

を
抑
制
し
、
断
水
を
極
力
回
避
す
る

た
め
、
水
道
使
用
量
の
多
い
施
設
へ

の
給
水
車
の
派
遣
や
、
各
家
庭
へ
の

配
布
用
と
し
て
、
県
お
よ
び
企
業
局

で
備
蓄
し
て
い
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲

料
水
の
無
償
提
供
な
ど
を
行
う
こ
と

と
し
た
。

問　

発
熱
患
者
に
対
応
す
る
医
療
機

総
務
防
災
常
任
委
員
会

総
務
防
災
常
任
委
員
会

総
合
企
画
企
業
常
任
委
員
会

総
合
企
画
企
業
常
任
委
員
会

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

関
数
に
発
熱
外
来
の
指
定
を
受
け
て

い
な
い
医
療
機
関
を
含
め
て
い
る
の

は
な
ぜ
か
。

ま
た
、
本
県
で
は
発
熱
外
来
の
指

定
を
受
け
て
い
る
医
療
機
関
が
少
な

い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
医
療
提
供

体
制
に
問
題
は
な
い
の
か
。

答　

事
前
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
患

者
が
集
中
す
る
な
ど
の
懸
念
が
あ
る

た
め
、
発
熱
患
者
の
診
療
は
行
う
が
、

指
定
は
希
望
し
な
い
と
い
う
医
療
機

関
が
相
当
数
見
込
ま
れ
る
こ
と
が
判

明
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
指
定
希
望
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
発
熱
患
者
の
診
療
を

行
う
か
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
発

熱
患
者
に
対
応
す
る
医
療
機
関
数
と

し
た
。

　

指
定
を
希
望
し
な
い
医
療
機
関
に

あ
っ
て
も
、
必
要
な
院
内
感
染
対
策

は
講
じ
ら
れ
て
お
り
、
医
療
提
供
体

制
に
問
題
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い

る
。

問　

本
年
に
お
け
る
電
話
de
詐
欺
の

被
害
を
抑
止
す
る
た
め
の
取
り
組
み

は
ど
う
か
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
防
犯
講
話
な
ど
の
広
報
啓
発

活
動
を
自
粛
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

下
に
お
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ツ
イ

ッ
タ
ー
等
を
利
用
し
た
情
報
発
信
の

他
、
自
治
体
や
公
共
交
通
機
関
に
お

け
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
な
ど
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
県
民
の
防
犯
意
識
の
高

揚
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
金
融
機
関
の
協
力
に
よ
る

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
利
用
制
限
の
拡
充
や
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
注
意
喚
起
な
ど

環
境
生
活
警
察
常
任
委
員
会

環
境
生
活
警
察
常
任
委
員
会

の
取
り
組
み
を
一
層
強
化
し
て
い
る
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
特
別
資
金
の
利
用
実
績
や
今

後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

ま
た
、
資
金
が
速
や
か
に
届
く
よ

う
、
目
配
り
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う

か
。

答　

こ
れ
ま
で
に
２
万
３
６
０
２
件
、

約
４
３
０
０
億
円
の
利
用
が
あ
っ
た
。

　

今
後
、
感
染
症
の
影
響
の
長
期
化

や
年
末
の
資
金
需
要
の
高
ま
り
も
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
な
融
資

枠
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
金
融
機
関
に
対
し
、
中
小

企
業
が
必
要
な
資
金
を
確
保
で
き
る

よ
う
、
速
や
か
で
柔
軟
な
対
応
を
重

ね
て
要
請
し
て
い
る
。

問　

令
和
３
年
産
の
米
の
生
産
調
整

に
つ
い
て
、
主
食
用
米
か
ら
飼
料
用

米
へ
の
転
換
面
積
を
過
去
最
大
の

５
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
積
み
上
げ
る

た
め
、
県
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

答　

国
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
主
食

用
米
と
同
等
以
上
の
収
入
が
確
保
で

き
る
よ
う
な
支
援
策
を
検
討
し
て
い

く
。

　

ま
た
、
市
町
村
や
農
協
な
ど
と
連

携
し
、
飼
料
用
米
へ
の
転
換
の
必
要

性
を
周
知
し
て
い
く
。

問　

一
宮
川
に
お
け
る
河
川
激
甚
災

害
対
策
特
別
緊
急
事
業
の
工
事
着

手
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

ま
た
、
上
流
域
お
よ
び
支
川
の
浸

商
工
労
働
常
任
委
員
会

商
工
労
働
常
任
委
員
会

農
林
水
産
常
任
委
員
会

農
林
水
産
常
任
委
員
会

県
土
整
備
常
任
委
員
会

県
土
整
備
常
任
委
員
会

水
対
策
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

答　

鶴
枝
川
合
流
点
か
ら
豊
田
川
合

流
点
ま
で
の
区
間
に
つ
い
て
は
、
護

岸
の
り
立
て
を
計
画
し
、
令
和
６
年

度
末
ま
で
に
完
了
さ
せ
る
た
め
、
早

期
に
着
手
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
上
流
域
お
よ
び
支
川
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
一
宮
川
流
域
減
災

対
策
会
議
に
お
い
て
合
意
を
図
っ
た

上
で
、
河
川
整
備
計
画
に
位
置
付
け
、

一
日
も
早
い
事
業
着
手
を
目
指
す
。

問　

県
立
青
少
年
教
育
施
設
の
再
編

構
想
の
実
現
に
向
け
、
次
期
指
定
管

理
期
間
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

「
千
葉
県
の
魅
力
的
な
自
然
を

生
か
し
た
体
験
活
動
の
提
供
」
に
つ

い
て
、
各
指
定
管
理
者
か
ら
の
提
案

に
加
え
、
他
県
で
の
先
進
事
例
を
調

査
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

ま
た
「
市
町
村
立
の
青
少
年
教
育

施
設
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」
に
つ

い
て
は
、
各
施
設
が
所
在
す
る
市
町

村
教
育
委
員
会
に
働
き
掛
け
、
実
施

事
業
等
の
情
報
交
換
を
行
う
と
と
も

に
、
連
携
の
在
り
方
や
具
体
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い

く
。 文

教
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会


